
＜修士（国際公共政策）＞
▼奥村礼子「マイノリティ・リターン概念の生成とその展開
の可能性～ボスニア・ヘルツェゴビナからの教訓～」▼UDDIN
MOHAMMED JASHIM「Prospects for Cooperative Security in
South Asia through Track Ⅱ and the role of Japan」▼生
田優子「Income, Air Pollution, and Environmental Policy
in Japan:A Reconsideration of the Environmental Kuznets
Curve Hypothesis」▼今岡尚子「空中給油機導入をめぐる政
治過程」▼今西政文「国際の平和と安全に対する脅威の認定
における正統性と実効性」▼片倉絢子「女性はなぜボラン
ティアをするのか？マイクロ・データを用いた実証研究」▼
川北直生「地方自治体の国際協力－開発協力のパラダイム転
換を求めて－」▼川口智恵「平和構築におけるＤＤＲ成功の
条件～アフリカの事例から～」▼神田美紗「共存を生む政治
体制構築に向けて－デイトン合意後ボスニアの多極共存体制
の考察を中心に－」▼小林圭「オンラインＡＤＲに対する批
判的考察－対消費者紛争処理の視点から－」▼小林弘明「移
行経済と経済成長・ＥＵ拡大のインパクト」▼近藤久美子「遠
隔医療の実証分析～福島県葛尾村と香川県旧寒川町の事例を
中心に～」▼神余紀子「The Achievements and Challenges
of the Stability Pact for South Eastern Europe-Can the
EU Prevent Another Conflict in the Balkan?-」▼田中智洋
「国際連合の組織・行政改革に関する実証分析」▼千々和泰明
「駐米大使の肖像－戦後日本の対米外交におけるその役割」▼
千葉美和「Access to Pharmaceutical products and Patent
Protection in Developing Countries:A re-consideration
of TRIPS Agreement」▼平松燈「日本における都市の成長要
因」▼福嶋由里子「「ドメスティック・バイオレンス防止法」
改正に向けて－外国籍女性被害者の法的保護を中心に－」▼
前野尚文「我が国の株式会社証券取引所における自主規制は
どうあるべきか～自主規制機能の分離・統合による公平な市
場間競争と適切な証券取引規制の両立～」▼守本豊「地方公
共サービスの効率化－フロンティア関数による生産効率性分
析－」▼柳澤陽介「ｸﾚｼﾞｯﾄ･ﾃﾞﾌｫﾙﾄ･ｽﾜｯﾌﾟの法的性質に関する
考察～保証・保険との比較から～」▼吉澤志のぶ「動物愛護
法の現状と展望－アメリカ動物虐待防止法との実施比較検討
－」▼若山周平「欧州安全保障・防衛アイデンティティ（Ｅ
ＳＤＩ）の政策化」▼渡邉里沙「日本におけるＩＴ産業の集

積要因分析～地域活性化に向けて～」▼胆紅「近代日本のア
ジア観の形成－福沢諭吉の論説を中心に－」▼丁小萍「並行
輸入と商標権～商標機能論の再考～」▼佐藤江鈴子「包括的
核実験禁止条約形成過程におけるオーストラリアの多国間外
交政策－「良き国際市民」概念の視点から－」▼鈴木邦典「二
国間・複数国間投資協定の問題点と多数国間投資協定への展
望」▼岩本暢「グローバルな情報空間の安全に関する法的対
応の考察－サイバー犯罪条約の発展に向けて－」▼小出典史
「外国資本は国内企業の生産性向上に寄与するか～欧州４カ国
における実証分析～」▼武内真美子「女性就業のパネル分析
～配偶者所得・同居等の効果の再推計」▼永田孝志「A N
ANALYSIS OF GLOBAL STANDARDS -Cooperation, Competition,
and Public Policy for Mobile Communications-」▼山内康
弘「非対称情報化の介護サービス市場～パネルデータによる
供給者誘発需要仮説の計量経済分析～」▼湯浅安由里「女性
の収入増加と家事外部化に関する実証分析」▼胡鳴「日中国
交正常化の政治過程－「ニクソンショック」後・日本の対中
政策の変化を中心に－」▼向陽「情報技術の企業に与えるイ
ンパクト」▼比山成人「インターネット利用の資産選択に与
える影響」

＜博士（国際公共政策）＞
▼林健太「Theory of Network Pricing Policies」▼重政公
一「The Ideational Construction of Second-Track Diplomacy:
The Case for Council for Security Cooperation in the
Asia Pacific」▼伊藤ゆかり「医療情報化の経済分析」▼鳥
潟優子「ベトナム戦争と仏米同盟－「中立化」構想をめぐる
ドゴール外交の展開－」▼久保田隆（Ｄ２）「資金決済システ
ムの法的課題」▼DO NGOC HUYNH「Economic Analyses of Pub-
lic Sector's Reforms in Vietnam: Efficiency, Equity and
Sustainable Long Run Growth」(以上課程博士)▼田中弥生「民
間非営利セクターにおけるインターミディアリの機能に関す
る研究▼村上正直「人種差別撤廃条約と日本」▼小塩隆士「教
育の経済分析」▼坂田圭「Impacts of Sectoral Shifts and
Technological Change on the Japanese Labour Market(日本
の労働市場における部門間移動と技術革新の影響)」▼篠原健
「サイバー・ルール・ガバナンス」▼星野俊也「国際平和回復
政策の展開と日本」（以上論文博士）

0 2 年度の学位取得者氏名と論文題目

02年度は博士12名
修士は37名を輩出

学位記授与式、晴れ晴れと
優秀論文賞に、千々和さん、小出さん、
武内さん、DO　NGOC　HUYNHさん、重政さん

大阪大学大学院修士・博士学位記
授与式が3月25日、大阪大学吹田地
区体育館で行われ、OSIPPでは35人
に修士、7人に博士（うち課程博士4
人、論文博士3人）の学位がそれぞれ
授与された。式は全学の大学院合同
で行われ、OSIPPの修士総代として
千々和泰明さんが、同博士総代とし
てDO　NGOC　HUYNH（ドー・ゴック・
フィン）さんが、岸本忠三総長より学
位記を受領した。
式後、OSIPP棟講義シアターで修了

生一人ひとりに学位記が手渡された。
また昨年から実施されている「優秀
学位論文賞」の授与式も行われ、修士
課程では千々和泰明さん、小出典史
さん、武内真美子さんが、博士課程で
はDO　NGOC　HUYNHさん、重政公一
さんが、賞状と記念品を受け取った。
その後、待兼山会館に場所を移し

開かれた謝恩会には、OSIPPの修了生
約30人、教官、在学生や事務職員な
どが集い、歓談した。
　優秀学位論文賞の受賞者、千々和

さん（現在OSIPP・D1）は、「OSIPP
での学業生活は、有能で多様な仲間
たちに支えられてのもの。自由とそ
れに伴う自己責任の中で学んだが、
その結果このような成果を残せてう
れしい」と話していた。

OSIPP では3月以外にも学位授与
を行っており、3月以外の授与者を含
めると02年度の合計としては、修士
が37人に、課程博士が6人に、論文
博士が6人に授与された。02年度の
学位授与者の全氏名、全論文題目は
以下のとおり。


